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図書館の蔵書棚に輝く 
“忘れ得ぬ一冊の本” 
図書館運営委員 岡田 勝也（理工学部教授） 
 
図書館の蔵書棚に輝く“あの一冊の本”がこれから研究開発
を進めようとする私の道標（みちしるべ）になったのです。図書
館の蔵書棚を照らす薄暗い蛍光灯にキラキラと輝いた部厚い
この本の重さを未だ忘れることはできません。そういう意味でも、
図書館の蔵書の持つ無限の重みを今でも私は感ぜざるを得な
いのです。 
青函連絡船のスピーカーから流れるグリーグのペールギュント
“朝”の調べのなかに、夜も明けきらぬ函館の明かりを遠くに見た
時、それは吹雪の中でした。早朝 4 時 20 分、青函連絡船はや
っと函館に到着しました。大きな荷物を背負って足早にプラット
ホームを走る人々の中に私もいました。午前 4：40発の特急“お
おぞら 1 号”の暖かい車内にほっと一息吐いたのを、昨日のよう
に思い出します。札幌で打ち合わせをして、12：35発の急行“名
寄”から急行“留萌”へと乗り継いで、午後５時26分、やっと到着
しました。上野の雑踏をくぐり抜けてから約 26 時間、そこは日本
海をのぞむ夜の羽幌の町でした。
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もう 35 年も前にもなりました。1975 年冬の
凍てつく羽幌の町から、それは始まりました。
当時の国鉄（現在のＪＲの前身）が３Ｋ対策の
一環として進めてきたトンネルの凍上・凍害防
止工の開発に私も加わることになったからです。
社会人として国鉄に入社して８年目の年でし
た。 
北海道などの寒冷地のトンネル内につらら
や側氷が冬の始まる前にできます。これが成
長すると、列車にぶつかって事故になります。
そのため、一番列車の走る前の、一番寒い未
明に、人力でつらら落し作業をしなければなら
ないという過酷な労働環境（３Ｋ問題と言われ、
当時の日本の高度成長を支えた“きつい”、
“危険”、“汚い”の３つの頭文字Ｋを示したもの）
によって、寒冷地を走る列車の安全運行が確
保されてきたのです。この厳しい労働環境の３
Ｋ対策として、国鉄では、トンネルのつらら防止
工法の開発が急務になったのです。 
このような３Ｋ問題の解決策はスウェーデン
やフランスなどでも熱心に研究開発が始めら
れていました。日本では、トンネルの内側を断
熱材で被覆するという断熱処理工法の基礎実
験が、1970 年前後に東北地方の鉄道トンネ
ルにおいて、世界に先駆けて始まりました。こ
れを引き継ぐことになったのが、私達のグルー
プでした。本格的な現場施工実験は、北海道
の在来線の鉄道トンネルで実施され、さらにこ
の工法は新設トンネルにも適用されることにな
り、寒冷地の隅々の鉄道トンネルで使われるよ
うになりました。これらの工法は、メンテナンス・
フリーの凍害防止工法として定着し、３Ｋ問題
という厳しい労働問題を一気に解決することに
なりました。 
寒冷地のトンネルを凍害から守るという幾多
の工法は、明治以来の多くの鉄道技術者にバ
トンタッチされてきました。３K 問題克服を目指
したトンネルの断熱工法の開発は、施工業者
のアイデアと熱意に、また同時に極寒冷地のト
ンネル内で寒さに凍えながらセンサー埋設な
どの作業を我々と一緒に行ってくれた国鉄現
場機関の仲間の熱意に支えられたと言っても
過言ではありません。それがなければ、このよ
うな技術開発はできなかったでしょう。こうして、
トンネルの凍害問題に対するメインテナンス･フ
リー化という新技術は、研究者・現場機関・施
工業者の三位一体によって生まれました。 
私がこの研究開発に加わって間もない頃、
先輩が鉄道技術研究所の図書館から借り出
した一冊の本を見せてくれました。この“１冊の
本”こそが、これから行おうとするトンネル断熱
工法の熱伝達・熱伝導プログラムの開発の大
きな足がかりになるとは、その時まだ思いもより
ませんでした。あの日も満天に星の輝く寒い夜
でした。図書館の高い棚から先輩が取り出した
のは紺青のハードカバーのこの本でした。 
それはまさに技術開発の道標（みちしるべ）
を私に与えてくれた一冊の本でした。鉄道技
術研究所の図書館の天井から吊された蛍光
灯にキラキラと輝いた部厚いこの本の重さとと
もに、研究開発の道標となる沢山の蔵書を抱
えた図書館の有り難さを、未だ、忘れることは
できません。 
 （おかだ かつや：都市ランドスケープ学系） 
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附属図書館館長  廣野 行甫 
 
 人生は苦の集りである。我々は四苦八苦して生
きている。この四苦の中に「老い」がある。 
人は誰しも老いる。人は、老いることに、ある
一種の恐れを懐いている。確実に「老い入る」こ
とがわかってっていて、それが苦しく醜いもので
あり、全く避けて通ることのできない現象である。 
 生まれること( 生
しょう
)、年寄ること(老
ろう
)、病を
得ること( 病
びょう
)、死ぬということ(死
し
) の四つは
それぞれ苦しい。この四苦に「愛
あい
別離
べつり
苦
く
」「怨 憎
おんぞう
会苦
え く
」「求
く
丌得
ふとっ
苦
く
」「五
ご
陰
おん
盛
じょう
苦
く
」の四つを加え
て八苦。このどれもが人類の免れることのできな
い苦しみである。 
高齢化社会・老老介護、独居老人等々「老い」
がとかく話題になっている。年齢を重ねると、つ
まり「老いる」と、心身の衰えが顕在化してくる。
「老
お
い耄
ぼ
れ」てくる。苦である。岩波の広辞苑を
みると「老い」に関係する語が並んでいる。「老
いの気
け
」「老いの繰
く
りごと」、これには老人特有の
気配である。「老いの一徹」お年寄りはどうして
どうしてなかなか頑固である。髪の毛が白くなる
「老い白く」。老衰の状態を「老いさらばえる」。
いかにも老人らしい様子は「老い老いし」又「老
いかがまる」。聴力の衰えは「老いの僻
ひが
耳
みみ
」視力
の衰えは「老いの僻目
ひがめ
」。そして老人に共通の癖
を「老いの並
なみ
」。更に「老い病
や
み」「老い果て」「老
いの朽
く
ちる」。 
 やはり「老い」は苦しい。寂しい。 
できることなら健康的で加齢臭などない、スマ
ートな老人でいたい。誰からも好かれ大事にされ
たい。誰もが思っていることだろう。 
 一体何歳位から老人 
 孟子には、五十歳ともなればそろそろ衰えはじ
めるから帛(絹)を着ないと体が暖らない、七十才
は絹織物でなければ暖らにいし、肉を食べないと
食べた気がしないと言っている。「老い」の入口
を五十才ぐらいと考えていたようだ。七十歳は
「老い」の中間点か? 七十歳を過ぎると、一気
に「老い」が進行して老衰に至るのであろう。 
小生は今年七十歳になり、老人の仲間入りをし
た。男女の性差、個人差はあろうが「老い」が顕
在化してくるのは、医療が発達し、先進技術が導
入されても長寿社会にはなったが「老い」を止め
ることはできない。たしかに五十歳頃から病状が
出始めている。機能低下がはじまっている。疾患
も確認されてくるようになるであろう。 
 孔子は「老いの将に至らんとするを知らず」と
言い。生涯をふり返って、志学＝十五歳、耈立＝
三十、丌惑＝四十、知命＝五十、耳順＝六十、従
心＝七十、と言って、「老い」に触れていない。
七十三歳で亡くなっているのに。 
 「禮記」には「十年を幼と曰ひ学ぶ、二十を弱
と曰ひ冠す(弱冠)、三十を壮と曰ひ室有り、四十
を強と曰ひ仕(強仕)、五十を艾
かい
(白髪ものにな
る)と曰ひ、官政に服す、六十を耆と曰ひ指使す、
七十を老と曰ひ、伝ふ、八十九十を耄と曰ふ、罪
ありといえども刑を加えず、百を期と曰ふ、頣ふ
(期頣)」とある。やはり五十歳を白髪が交って初
老、「老い」の入口とみているようだ。「艾」と言
っている。 
 恐らく医学的な見地からも、経験的にも、外見
上からも、五十歳を「老い」の入口と見たのであ
ろう。足腰が弱ってくるから、家の中で杖を突く
ことが許される。日常の食事も、壮年の者の食事
とは異なるように配慮する。体力も低下してくる
から、夫役を免れる。 
 逆に見識は調ってくるから官爵が不えられて
政治に関わることができる。 
 こうして見てみると、「老い」は意外に早くや
ってくることが判る。心身共に健康で強靱なのは
三十歳、四十歳代である。人生の最も重要な活躍
期である。この活躍すべき時期に充分力を発揮で
きるかどうか方向付ける準備期間が二十代、特に
二十歳前後なのである。四年制の大学に籍を置く
年頃なのである。我々大学の教職員は多くの人々
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の人生に大きく関わり左右しかねないきわめて
重大な仕事にたずさわっていることを自覚すべ
きである。 
 さて五十歳代で「老い」がはじまると、六十歳
は更に症状が進んで「耆
き
」と呼ばれる。六十歳の
称だが七十以上、六十以上にも使う。力役に従わ
ずに指図して人を使う年頃。死後の準備もはじめ
なくてはならない。一年かけて棺を作る。食事も
肉が無いと満足しないから常に備えておく。 
 七十歳を「老」と言うが、六十以上、五十以上
にもこの「老」の字は使う。 
七十歳ともなると絹物を着なければ体が暖まら
ない(当時は木綿はない麻布である)。食事は二つ
のお膳を用意する。死後の用意として"死装束"
を三ヶ月かけて作る。杖は国中のとこで突いても
許される。 
 役職はすべて返上して公務から解放される。八
十、九十になると「耄
ぼう
」と呼ばれ、更に優遇措
置が講じられる。食事には必ず珍味が添えられた
りもする。果たして中国古代に実際に行われたか
どうかわからないが、敬老・養老の精神はよく伝
わってくる。そしてその対象が五十歳以上なので
ある。 
 「老い」は五十歳から始まっていることに更め
て気付かされた、迂闊に生きてきてしまった、と
思う。小生は今年七十歳古希を迎えた(･････人生
七十古来稀･････曲江・壮甫)。七十を「老」とい
うから、はじめて老人の仲間入りをした、と思っ
ていたが、已に二十年も前に老人になっていたの
である。 
 「老」の字は七十歳の称であると同時に、五十
以上、六十以上の年寄りを言う。他に老人を呼ぶ
字に「耄
ぼう
」(九十歳八十歳)「耆
き
」「耇
てつ
」(八十歳
り称)などがある。 
「老い」を感ずる今日此の頃であるが、さわや
かに生きてゆきたいと念願している。 
（ひろの ゆきを：文学部教授） 
 
【寄稿】  「伝統を守ることが図書館の天命」 
先日、樹齢 800 年以上という鶴岡八幡宮の大銀杏
おおいちょう
の木が強風で倒れ、メディアが賑わしい。日本人は、昔から歴史の語
り部としてだけでなく、木や池などにも神仏が宿るという自然畏敬の念を抱いてきたのだから大事である。この情を欠いては、
エコやサステナビリティが成り立たない。 
 車の排気ガスが温暖化防止の仇にされている。だが人類は、車の果たす役割を代替する手段を持たない。車は高々、人
間の２～30倍の運搬・速度格差を持っているだけに過ぎないのに。 
 毎年生産される世界中の情報量は、来年度は 1.８ペタバイト（世界の砂浜の砂粒数：ＩＤＣ）に達するという。マイノリティは、
つまり日本語資料が相対的に急速に小さくなり、日本語コミュニケートなどが縮小する。このグローバリズムで、日本が完全
にアウェイになる。このとき、大学図書館は、情報提供から“知の拡張”への回帰に動くだろう。情報洪水で望むものを選択
することが困難になった。その昔、巻物を貯蔵する洞の番人や、仏閣の僧らが資料を解読したように、この必要が生じてい
るからである。 
 コンピュータは、人間の脳力の一部である記憶量とか演算速度の比較では、車どころか他のどんな発明品より桁違いに
大きい。だから、人でも機関でもその扱い方次第で底知れぬ能力格差を招く。情報洪水をうまくコントロール出来なければ、
人も母校も国家も「師資傳承」の有形無形知財が埋もれる。大学図書館は、今このリスクを負っている。 
 国士舘の庭には、縁あってこの地に本学を建てる以前から、かの大銀杏に負けないほどの鈴懸
すずかけ
（プラタナス）の大木があ
る。かつて領主吉良家が植栽したものというが、いまも世田谷や本学の語り部となって敬畏されている。 
 いつも、館員に大学図書館の「天命」について説諭くだされた当館の館長が、この春定年を迎えられる。苦学者柴田徳治
郎が文武両道を掲げて「国漢」と「武道」を柱に本学を創設された卓越した見識に心打たれた学兄の伝承に与り、「漢学」を
ここで教えて来れたことが幸せだったと述懐される。徳治郎には、『芝生は緑なりき』（同人著）の緑の向こうに、今日の日本
の景観が見えたのだろう、とも。 
 大銀杏を大イチョウと書くメディアの愚とともに、我が国の図書館は「国語」の情報化に非力で寂しい春を迎えている。護る
べきものを守るためのどんなリスクをも負う矜持がなければ、利用者や大学、国家を衛れとの「天命」は聞こえない。
（2010.3.15 図書館事務部長 植田英範） 
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本学図書館の図書貸し出しや所蔵図書の問い合わせの元になるのが、正しい蔵書の管理！ 
そんな蔵書の点検を「蔵書点検」と称して年に１度行われている。 
今年は多摩図書館の蔵書を対象に実施された。ＡＶ資料（昨年度実施済）、雑誌を除く約３万５千
点がその対象になった。点検期間は 2月 1日（月）～2月 4日（木）までの 4 日間、図書館からは「閉
館による利用者のサービス低下は極力さける」との指針もあり昨年同様入試期間を利用した点検と
なった。当然期間も人員も制約される訳ですから苦境の中で知恵を絞った蔵点になった。 
 
昨年は蔵点委員として初参加、今年は委員長としてその重責を担ったが、関係各位のお陰をもっ
て計画立案から点検作業および会計監査まではなんとか無事に終えることができた。 
蔵書がデータ化される以前とは雲泥の差で楽になっ
たとはいえ、図書館に配属されるまでこんな大変な作
業を図書館で行われていたとは知らず、昔から地道に
やってきた先輩スタッフ諸氏には頭が下がる思いであ
る。 
蔵書点検作業はこれで終わったわけではなく、点検
の結果浮かび上がった丌明本などの調査、敀障図書の
修復などは引き続き行われる。日々の地道な努力だが
その結果正しい蔵書を把握し利用者へのサービスの還
元になる。まさに蔵書点検ありきだ。 
 
＝そんな中でふと思ったこと＝ 
蔵書の点検は普段から行えないのだろうか？普段行っている書架の整理業務の中に点検もできた
ら？っと思ってみた。点検時に使用しているスキャナーは年１回
その役割を果たしているが、せっかく高価なスキャナーと蔵書デ
ータがあるのだから、毎日行われている書架の配架整理に利用し
ない手はない！年間計画を立て配架整理作業時にスキャンをし
てデータと付き合せることができれば配架ミス（中央、鶴川、多
摩の所蔵を含）、や丌明図書が日々明らかになるはず。技術的な
問題もあるのだろうがそうなれば年１回のこの大変なビックイ
ベントはなくなるかも知れない。 
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☆かいじゅうたちのいるところ  
デイヴ・エガーズ著 : 小田島恒志, 小田島則子訳 
東京 : 河出書房新社 , 2009.12 
映画の小説版 
J933||E 31 児童書 
 
☆Where the wild things are  
Story and pictures by Maurice Sendak 
[New York] : Harper Collins , 1988, c1963 
英語版 かいじゅうたちのいるところ 
J726||Se 59 児童書 
 
☆Peach boy and other Japanese children's favorite stories  
compiled by Florence Sakade ; illustrated by Yoshisuke Kurosaki  
東京 : チャールズ・イー・タトル出版, 2008.7  
英語版 ももたろう 
J726||P 31 児童書 
 
☆Urashima Taro : and other Japanese children's favorite stories  
compiled by Florence Sakade ; illustrated by Yoshio Hayashi  
東京 : チャールズ・イー・タトル出版, c2008  
英語版 うらしまたろう 
J726||U 84 児童書 
 
☆Little One-Inch and other Japanese children's favorite stories  
compiled by Florence Sakade ; illustrated by Yoshisuke Kurosaki 
Tokyo : Tuttle Pub. , c2008 
英語版 いっすんぼうし 
J726||L 71 児童書 
 
図書館には絵本や英語版の絵本も入っています。文学部初等教育用・子どもスポーツ教育学科
用に購入しているのですが誰でもみられますよ。絵本好きの方はもちろん、語学の勉強にも使え
るかも。 
※絵本等の児童書関連資料は、中央図書館では 5 階 G ブロックに、鶴川図書館では児童書コー
ナーにそれぞれまとめられています。  
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鶴川図書館では、２～３ヶ月の期間で、図書館員お勧めの
資料を展示しています。 
それぞれのお勧めを POP つきで紹介しているコーナーと、
毎回ひとつのテーマを決めて紹介しているコーナーに分かれ
て展示しています。 
普段学生のみなさんの目に触れられないような資料を手に
取ってもらえるよう、わかりやすく展示することを心がけて
います。 
鶴川図書館入館ゲート入ってすぐの場所に展示してありま
すので、一度手に取り、興味が湧いたら借りてみてください！ 
中央・多摩図書館からも取り寄せができます。 
 
３月からの展示内容 
■ POP 付きお勧め資料 
『今までで一番やさしい経済の教科書』木暮太一 
『ねにもつタイプ』岸本佐知子 
『子どもの貧困』阿部彩 
『ルリユールおじさん』いせひでこ 
『犬はいつも足元にいて』大森兄弟 
『キリング・フィールド』※AV 資料 
 
 
 
■ テーマ展示資料 
『大学新入生に薦める 101 冊の本』を読む 
『不都合な真実』アル・ゴア／『沈黙の春』レイ
チェル・カーソン／『ノーベル賞ゲーム 科学的
発見の神話と実話』丸山工作編／『自分の中に歴
史を読む』阿部謹也／『人間を幸福にしない日本
というシステム』カレル・ヴァン・ウォルフレン
…他 
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お知らせ 
■春季休暇期間中の貸出し ※対象は、本学学生のみです。 
■学部生 
受付期間：平成２２年１月２５日（月）～３月２６日（金） 
返却期限：平成２２年４月１０日（土） 
貸出冊数：１０冊 
■大学院生 
受付期間：平成２２年１月２５日（月）～３月１１日（木） 
返却期限：平成２２年４月１０日（土） 
貸出冊数：２０冊 
 
開館スケジュール （３月） 
■開館時間 
３月１日（月）～３月３１日（水） 9:20～16:40  
■休館日 
中央：３月１日(月)～２日(火)  後期入試 
    ３月２０日(土)   卒業式 
    ３月２３日(火)～２６日(金) 館内清掃 
鶴川：３月２日(火)   後期入試 
    ３月１８日(木)～２０日(金) 館内清掃・卒業式 
多摩：３月２日(火)～３日(水)  後期入試 
    ３月２０日(土)   卒業式 
※変更になることがございますので最新の情報は図書館ホームページをご確認ください。 
 
 
今年は「国民読書年」である。深刻化する活字離れや読書離れが危惧される
昨今の状況を踏まえ、文字や活字によって伝えられてきた知的遺産を継承・
発展するために今年を「国民読書年」と制定し、国をあげてあらゆる努力を重
ねることが宣言されている。 
図書館としては、読書好きの方が多くなるように、また大いに図書館を活用し
ていただけるよう様々な取り組みをしていけたらと思っている。  （M） 
